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未満の若年障害者の障害の原因において先天的な原因が三割を占めていることは、妊娠中の母親が摂取する栄養、母子保健に関する意識、保健サービスへのアクセスに問題があることが推認される。また、労働については障害者が世帯の生業に従事する比率 、稲作、養鶏、野菜栽培で約三割から四割となっている。このことから、害者の生業への貢献は、家族ともに、あるいは単独で可能な軽作業への従事であることがわかる。その一方で 障害者の家事への従事は、掃除、食 準備補助、子守り、水汲み、洗濯など多岐にわたっており 障害者は 世帯の生業に従事することには限定的であるが、主に家庭内と自宅周辺での軽作業の家事には 比較的積極的にかかわっていることが看取される。ところで、障害児の就学に関
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のだろうか。モナシュ大学の社会学者ジル・アストブリーと女性問題研究者ファレーン・ワルジがカンボジアの都市部二カ所と農村部三カ所において、女性障害者一七七人と女性非障害 一七七人の計三五四人を対象とし 行った聞き取り調査によれば、女性 うちで障害者と非障害者を比較 た場合に、配偶者から暴力 受ける割合については著しい差はみいだせなかった。しかしなが 、既婚女性のうち、女性 が夫から行動を制約されている割合は非障害者の四・二倍に上り、女性障害者が医療サービスを受けるのに事前に夫の許可を要する割合は 非障害者 二・五倍に上る。また女性障害者と女性非障害者が夫から受ける暴力 種類別の割合では、無視されるなど 精神的暴力、身体的暴力、性的 いずれにおいても、女性障害者が被害を受ける割合が高い。特筆すべきは、夫以外の家族から受ける暴力について障害の有無による差異は著しく、身体的暴力、精神的暴力、性的暴力のいずれにおいても女性非障害者に比べて女性障害者の被害割合は高い。これら被 女性のうち女性障害 の約七割は、夫から 暴




















































































06_特集.indd   13 16/12/05   10:15
